
と…5且∋
　　まちのうごき

人　口　6，321人（＋9）

　男　　3，060人（＋7）

　女3，261人（＋2）

世帯数　　1，768戸（＋2）

　61年8月1日現在人口

　　　1　〕は対前月比

16
9

　お盆になると、町内各地で“盆踊り大会、

が催されますが、差手の牧水庵でも8月16日

に坪谷区民による盆踊り大会が行なわれまし

た。

　数年ぶりの盆踊り大会とあって約300名の

人たちがつめかけ、軽快なリズムに踊る人、

涼を求める人で、牧水の里もにぎわいをみせ

ました。
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一
度
だ
け
の
情
報
で

　
　
　
判
断
を
下
さ
な
い

　
台
風
の
進
路
や
勢
力
は
、
ま
る
で

生
き
物
の
よ
う
に
変
化
し
ま
す
。
朝

の
予
報
で
は
、
上
陸
し
な
い
と
の
見

通
し
も
、
午
後
に
な
っ
て
か
ら
急
に

進
路
を
変
え
て
上
陸
と
い
う
こ
と
も

無
き
に
し
も
あ
ら
ず
で
す
。

　
で
す
か
ら
台
風
情
報
を
一
度
聞
い

た
だ
け
で
、
自
分
勝
手
に
判
断
を
下

す
の
は
大
変
危
険
で
す
。
被
害
を
出

さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、
次

々
に
出
さ
れ
る
予
報
を
注
意
深
く
聞

い
て
、
総
合
的
に
判
断
し
た
い
も
の

で
す
。

て／
　9月1日は防災の日

　台風が日本に近づくと、テレビやラジオ

から情報が刻々と流れるようになります。

台風に対する備えは、まず、この台風情報

を正しく理解することから始まります。

　
と
こ
ろ
で
、
台
風
の
進
路
予
報
図

の
表
示
方
法
が
、
今
年
の
六
月
か
ら

新
し
く
変
わ
り
ま
し
た
。
い
ざ
、
台

風
が
近
づ
い
て
か
ら
あ
わ
て
な
い
よ

う
、
前
も
っ
て
正
し
い
見
方
を
覚
え

て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

　
新
し
い
表
示
方
法
（
図
1
）
は
、

こ
れ
ま
で
の
予
報
円
の
表
示
の
ほ
か

に
、
暴
風
域
と
暴
風
警
戒
域
を
実
線

で
付
け
加
え
た
も
の
で
す
。

〈
暴
風
域
〉
と
は
、
平
均
風
速
毎
秒

二
十
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
暴
風
が
実

際
に
吹
い
て
い
る
範
囲
。

〈
暴
風
警
戒
域
〉
と
は
、
予
想
時
刻

に
暴
風
域
に
な
る
恐
れ
の
あ
る
範
囲

で
す
。
台
風
の
中
心
や
暴
風
域
が
、

予
報
円
、
暴
風
警
戒
域
の
円
内
に
入

る
確
立
は
、
と
も
に
六
〇
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
暴
風
域
の
外
側
に
は
、
風

速
十
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
強
い
風
が

吹
く
「
強
風
域
」
が
必
ず
あ
り
ま
す

の
で
、
暴
風
域
の
外
側
だ
か
ら
と
い

っ
て
、
決
し
て
気
を
緩
め
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

触h鯉難
聖
9
月
1
5
日
は

　∵づ
r：

敬
考
の
日
無
慮

正
し
い
情
報
を
よ
り
早
く

　
怖
い
も
の
の
代
名
詞
と
い
え
ば
、

「
地
震
・
雷
・
火
事
・
お
や
じ
」
と

昔
か
ら
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
な
ぜ

台
風
が
こ
の
中
に
入
っ
て
い
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

　
台
風
が
、
地
震
や
雷
と
い
ち
ば
ん

違
う
の
は
、
他
の
災
害
が
突
発
的
に

発
生
す
る
の
に
対
し
て
、
台
風
は
規

模
や
進
路
な
ど
を
あ
る
程
度
予
測
で

き
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

言
い
換
え
れ
ば
、
正
し
い
情
報
を
よ

り
早
く
正
確
に
知
り
、
備
え
が
で
き

れ
ば
、
被
害
を
最
少
限
に
く
い
止
め

ら
れ
る
と
い
え
ま
す
。

　
本
町
の
六
十
五
歳
以
上
高
齢
者
は

一、

齠
�
ﾜ
名
で
町
人
口
の
一
七
・

六
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
九
十
歳
以
上
の
長
寿

者
は
二
十
四
名
（
九
月
十
五
日
現

在
）
お
ら
れ
、
今
年
度
中
に
九
十
歳

（昭和61年9月15日現在で）

＼『
　予報円

暴風警戒域3

『一 ¥風域

90歳以上の長寿者名簿

に
到
達
す
る
方
を
含
め
る
と
二
十
九

名
お
ら
れ
ま
す
。

　
町
で
は
、
八
十
歳
以
上
の
方
に
は

祝
金
を
、
九
十
歳
以
上
の
方
に
は
町

長
が
直
接
訪
問
し
て
長
寿
を
お
祝
い

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

U　
O

管
、

（図1）
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鶴野内
P
末永伊助

X田マチ

E90

901〃29．1．20
@i

@　〃29．2．20

〃 草野新七
93 Fr　26．1．10 鶴野内

　　　　i
e池リウ　go．

1

”29，2．26
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児
童
扶
養
手
当

〈
受
給
資
格
V

　
父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い

次
の
児
童
を
監
護
養
育
し
て
い
る
人

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
O
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
後
、

　
　
父
親
と
別
れ
て
生
活
し
て
い
る

　
　
児
童

　
O
父
が
死
亡
し
た
児
童

　
O
父
が
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ

　
　
る
児
童

　
O
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児

　
　
童

　
O
父
が
引
き
続
き
一
年
以
上
遺
棄

　
　
し
て
い
る
児
童

　
o
父
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
】

　
　
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

　
O
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た

　
　
児
童
や
棄
児
な
ど

〈
手
当
の
額
〉
六
十
一
年
四
月
か
ら

　
O
児
童
一
人
の
場
合

　
　
　
月
額
三
三
、
七
〇
〇
円

　
0
児
童
二
人
の
場
合

　
　
　
月
額
三
八
、
七
〇
〇
円

　
O
児
童
三
人
以
上
の
場
合
、
三
人

　
　
目
以
降
の
児
童
一
人
に
つ
き
、

　
　
二
、
○
○
○
円
を
加
算
し
た
額

く
は
母
、
又
は
父
母
に
か
わ
り
そ
の

障
害
児
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

　
〇
二
十
歳
未
満
で
心
身
に
重
度
又

　
　
は
中
程
度
の
障
害
が
あ
る
児
童

く
手
当
の
額
V
六
十
一
年
四
月
か
ら

　
O
重
度
の
障
害
児
一
人
に
つ
き
、

　
　
　
月
額
　
四
〇
、
八
○
○
円

　
O
中
程
度
の
障
害
児
一
人
に
っ
き

　
　
　
月
額
　
二
七
、
二
〇
〇
円

ご存じで冒’カ

　
国
民
年
金
一
級
程
度
の
障
害
を
重

　
複
し
て
い
る
も
の

　
な
お
、
身
体
障
害
者
療
護
施
設
等

こ
れ
に
類
す
る
社
会
福
祉
施
設
等
に

収
容
さ
れ
て
い
る
人
、
病
院
又
は
診

療
所
に
継
続
し
て
三
ヵ
月
を
超
え
て

収
容
さ
れ
て
い
る
人
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

〈
手
当
の
額
〉

　
　
　
月
額
　
二
〇
、
八
○
○
円

障
害
児
福
祉
手
当

爺
ス
9
0
。
目
叡

図
画
ず
馬
副

　　

@　

@
題
冒
し
竃

児童扶養手当
特別児童扶養手当
特別障害者手当
障害児福祉手当

特
別
児
童
扶
養
手
当

〈
受
給
資
格
〉

次
の
障
害
児
を
監
護
す
る
又
若
し

特
別
障
害
者
手
当

〈
受
給
資
格
v

　
精
神
ま
た
は
、
身
体
に
重
度
の
障

害
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い

て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る

状
態
に
あ
る
二
十
歳
以
上
の
人
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

「、

x
給
対
象
者
の
障
害
程
度
は
、

〈
受
給
資
格
V

　
精
神
又
は
、
身
体
に
重
度
の
障
害

が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て

常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
程
度
の
状

態
に
あ
る
二
十
歳
未
満
の
人
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

一、

x
給
対
象
者
の
障
害
程
度
は
、

　
身
体
障
害
者
手
帳
一
級
及
び
二
級

の
】
部
程
度
（
精
神
障
害
を
含
む
）

　
な
お
、
障
害
を
事
由
と
し
て
、
厚

生
年
金
等
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
人
、
身
体
障
害
者
療
護
施
設

等
こ
れ
に
類
す
る
社
会
福
祉
施
設
等

に
収
容
さ
れ
て
い
る
人
は
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

〈
手
当
の
額
〉

　
　
　
月
額
　
一
一
、
五
〇
〇
円

　
詳
し
く
は
役
場
住
民
課
福
祉
係
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
ノ
ゴ

　
　
　
　
　
眉
’

　
広
告
は
、
私
た
ち
の
意
志
を
伝
え

る
有
効
な
手
段
で
す
が
、
交
通
の
妨

げ
と
な
っ
た
り
、
自
然
の
風
景
、
私

た
ち
の
住
む
街
の
美
観
を
乱
す
も
の

で
あ
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、
宮
崎
県
で
は
屋
外
広

告
物
条
例
を
定
め
て
、
広
告
物
（
ポ

ス
タ
ー
、
看
板
等
）
を
規
制
し
て
お

り
、
広
告
を
出
せ
な
い
禁
止
地
域
、

許
可
を
必
要
と
す
る
許
可
地
域
等
を

定
め
て
い
ま
す
。
広
告
物
の
許
可
を

受
け
る
場
合
は
県
の
土
木
事
務
所
に

申
請
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
適
正
な
広
告
物
を
表
示
す
る
こ
と

に
よ
り
、
観
光
客
も
私
た
ち
も
気
持

ち
よ
く
過
ご
せ
る
き
れ
い
な
街
に
し

ま
し
よ
う
。

　
広
告
物
の
表
示
に
つ
い
て
の
詳
し

い
こ
と
は
、
日
向
土
木
事
務
所

（
君
長
ニ
ー
四
一
七
一
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

愈
る
つ
て
ご
応
募
《
だ
さ
い

1
1
森
林
・
林
業
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
募
集

　
第
十
回
戦
国
育
樹
祭
が
十
一
月
十

七
日
、
小
林
市
の
夷
守
台
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
県
で
は
、
こ
の
全
国
育
樹

祭
を
記
念
し
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
森

林
・
林
業
や
木
の
良
さ
に
対
す
る
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
次
の

と
お
り
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

一、

蜿
W
内
容

O
写
真
（
一
般
）
　
題
材
は
森
林
の

　
生
態
、
林
業
の
技
術
労
働
、
農
山

　
村
の
生
活
な
ど
。
規
格
は
、
カ
ラ

　
一
・
白
黒
・
単
写
真
・
四
ッ
切
。

O
図
画
（
小
・
中
学
生
）
　
題
材
は

　
「
豊
か
な
森
」
「
動
物
の
森
」
「
生
き

　
て
い
る
森
林
」
「
山
で
働
く
人
々
の

　
様
子
」
な
ど
全
国
雨
受
祭
の
テ
ー

　
マ
に
ふ
さ
わ
し
い
題
材
を
選
ぶ
。

o
習
字
（
小
学
校
低
学
年
・
題
材
1
1

　
「
も
り
」
「
山
な
み
」
「
山
水
」
「
木

　
の
文
化
」
、
高
学
年
1
1
「
豊
か
な
森
」

　
「
緑
の
郷
土
」
「
森
林
保
全
」
「
地
球

　
緑
化
」
、
中
学
校
1
1
「
美
林
景
観
」

　
「
自
然
保
護
」
「
照
葉
樹
林
」
「
樹
海

　
緑
陰
」
。
規
格
は
半
紙
。

o
木
工
1
1
小
・
中
・
一
般
と
も
題
材

　
は
自
由
。
大
き
さ
は
机
程
度
ま

　
で
。
二
、
募
集
期
限
　
9
月
3
0
日

三
、
作
品
送
付
先
及
び
問
い
合
わ
せ

　
東
臼
杵
農
林
振
興
書
林
務
課

（
延
岡
市
愛
宕
町
ニ
ー
二
三
二
三
）

　
麿
〇
九
八
二
一
三
ニ
ー
六
］
三
四
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農
露
桑
の
ポ
イ
ン
ト

普
通
期
水
稲

早
す
ぎ
る
落
水
時
期

　
普
通
期
水
稲
は
八
月
中
～
下
旬
に

は
出
穂
も
終
り
、
現
在
は
登
熟
期
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
月
下
旬
よ
り

稲
刈
が
始
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

収
穫
を
前
に
、
も
う
】
度
落
水
時
期

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
昨
年
の
普
通
水
稲
の
検
査
結
果
を

見
て
み
ま
す
と
、
粒
張
り
が
悪
く
、

玄
米
に
た
て
し
わ
が
多
い
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
地
力
差
や
肥
培

管
理
に
よ
る
も
の
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
出
穂
後
二
十
日
目
頃
に

～
鯉
）
角

　
　
　
’

、
　
　
　
’

　
／
／

驚こ
メ
メ
メ薙

は
落
水
す
る
例
が
多
い
よ
う
で
す
。

特
に
水
系
で
水
を
切
っ
て
し
ま
う
集

落
が
多
い
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

落
水
は
収
穫
一
週
間
前

　
早
目
の
落
水
は
、
粒
張
り
を
悪
く

し
、
品
質
面
で
は
腹
白
米
・
未
熟
粒
・

死
米
が
多
く
な
り
ま
す
。
落
水
は
籾

の
登
熟
を
十
分
に
さ
せ
る
た
め
に
、

少
く
と
も
収
穫
期
の
一
週
間
前
ま
で

は
、
通
し
水
程
度
で
も
よ
い
で
す
か

ら
、
土
壌
を
乾
か
さ
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

、
＼

＼　
＼

＼
　
、

　
普
通
期
水
稲
の
収
穫
期
は
、
九
月

下
旬
～
十
月
上
旬
で
す
。
天
候
も
こ

の
頃
に
な
る
と
毎
年
安
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
早
期
水
稲
ほ
ど
は
収
穫
に
悩

む
こ
と
も
少
い
よ
う
で
す
。
刈
取
り

の
適
期
は
一
穂
の
籾
が
八
○
賛
程
度

完
熟
し
た
頃
で
、
出
穂
し
て
四
十
五
日

目
頃
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

収
穫
の
準
備
を
早
目
に
し
て
お
く
と

よ
い
で
し
ょ
う
。
バ
イ
ン
ダ
ー
、
コ
ン

バ
イ
ン
、
脱
穀
機
等
の
点
検
整
備
、

架
け
干
し
用
の
機
材
の
準
備
を
し
て

収
穫
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

架
け
干
し
期
間
は

　
　
　
一
週
間
が
目
安
〃

　
東
郷
町
の
場
合
、
バ
イ
ン
ダ
ー
刈

り
を
し
て
架
け
干
し
を
す
る
作
業
が

多
い
よ
う
で
す
。
架
け
干
し
で
乾
燥

を
進
め
て
良
質
米
の
生
産
が
出
来
て

い
ま
す
が
、
架
け
干
し
期
間
が
二
十

日
間
以
上
も
あ
る
場
合
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
架
け
干
し
を
し
て
い
な
が

ら
胴
割
米
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
は
、
架
け
干
し
期
間
が
長
い
た
め

に
、
一
度
乾
燥
し
た
籾
が
、
雨
等
で

水
分
を
急
に
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、

胴
割
れ
が
起
こ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
架
け
干
し
期
間
は
一
週
間
程
度

を
目
安
と
し
ま
す
。
　
（
但
し
天
候
が

良
い
場
合
）
。

　
架
け
干
し
後
の
籾
水
分
は
「
八
警

程
度
で
脱
穀
し
て
、
乾
燥
機
、
及
び

む
し
ろ
干
し
で
水
分
を
一
四
～
一
五

軽
ま
で
乾
燥
し
て
く
だ
さ
い
。
乾
燥

機
の
使
用
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
先

月
号
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

7
．
～
蚕
4
工
炉
雲
歪
～
費
～
修
～
6
い
｝
芸
蚕
9
工
ρ
‘
ρ
～
‘
～
◎
玉
‘
～
◎
～
費
～
ゆ
～
｝
び
～
が
．
f
♂
ρ
～
ρ
ぜ
引
9
ず
♂
，
～
4

秋

大

豆

適
期
防
除
で
増
収
を

　
秋
大
豆
は
、
以
前
よ
り
蛋
白
源
と

し
て
畑
で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

水
田
利
用
再
編
対
策
以
後
は
、
特
定

作
物
と
し
て
国
の
重
要
な
作
物
と
し

て
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
東
郷
町
の
場
合
は
、
小
面
積
で
、

ま
た
霧
散
し
て
栽
培
さ
れ
て
い
る
た

め
に
、
収
量
品
質
も
あ
ま
り
良
く
あ

り
ま
せ
ん
。
東
郷
町
で
は
、
昭
和
五

十
七
年
以
来
、
水
田
利
用
再
編
作
物

と
し
て
秋
大
豆
を
推
進
し
、
五
十
八

年
に
は
、
播
種
機
・
脱
粒
機
・
選
粒

機
を
導
入
し
て
、
省
力
化
も
進
め
て

い
ま
す
．
、

　
し
か
し
、
日
向
市
や
他
の
町
村
に

比
べ
て
面
積
も
伸
び
て
い
ま
せ
ん
し
、

収
量
も
や
や
低
い
よ
う
で
す
。

減
収
の
原
因
は
害
虫

　
秋
大
豆
の
収
量
を
上
げ
る
為
の
条

件
と
し
て
は
①
適
期
播
種
（
七
月
中

～
下
旬
）
す
る
こ
と
②
栽
植
密
度
を

守
る
こ
と
（
一
〇
ア
ー
ル
当
り
一
万

本
～
「
万
五
千
本
確
保
す
る
こ
と
。

畦
間
六
〇
㎝
に
株
間
二
〇
～
二
五
㎝
、

一
穴
に
二
粒
播
）
③
排
水
対
策
を
す

る
（
高
畦
栽
培
）
④
肥
培
管
理
を
十

分
に
す
る
（
施
肥
設
計
を
守
る
。
中

σoo・

斧考除を

廃♂ろ
O

譲
σ’

　
　
　
ρ
0

額
徹
〆
／
・

病

　
　
　
〆

＼
写
・

同
割
土
を
二
～
三
回
行
う
。
）
⑤
病
害

虫
防
除
を
徹
底
す
る
こ
と
で
す
。

　
今
ま
で
秋
大
豆
の
収
量
が
上
ら
な

い
一
番
の
原
因
は
、
カ
メ
ム
シ
に
よ

る
被
害
（
サ
ヤ
が
太
ら
な
か
っ
た
り
、

二
粒
二
二
粒
サ
ヤ
に
実
が
】
粒
し
か

入
ら
な
い
）
や
イ
チ
モ
ン
ジ
マ
ダ
ラ

メ
イ
ガ
、
ダ
イ
ズ
サ
ヤ
タ
マ
バ
エ
等

の
下
等
害
虫
の
被
害
が
多
い
こ
と
が

低
収
の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

カ
メ
ム
シ
の
防
除
は

　
九
月
上
旬
に
一
回
目

　
秋
大
豆
の
場
合
、
品
種
は
フ
ク
ユ

タ
カ
で
、
播
種
し
て
三
十
五
日
目
で

開
花
が
始
ま
り
、
一
週
間
位
で
サ
ヤ

を
っ
け
ま
す
。
七
月
下
旬
に
播
種
さ

れ
た
秋
大
豆
は
、
九
月
上
旬
が
幼
英

期
と
な
り
ま
す
。
開
花
か
ら
幼
英
期

に
か
け
て
が
第
↓
回
目
の
カ
メ
ム
シ

の
防
除
適
期
で
す
。
ま
た
、
こ
の
時

期
は
紫
斑
病
の
防
除
適
期
で
も
あ
り
、

ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
虫
の
発
生
も
あ
り
ま

す
の
で
、
害
虫
の
総
合
防
除
と
し
て

ラ
ン
ネ
ー
ト
水
和
剤
の
一
五
〇
〇
倍
液

、
つ

こ“、
つ
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と
ベ
ン
レ
ー
ト
水
和
剤
の
一
〇
〇
〇

倍
液
を
一
〇
ア
ー
ル
当
り
一
五
〇
2

以
上
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、

レ
量
目
の
乳
熟
期
～
糊
熟
期
に
か
け

て
は
、
喰
実
害
虫
を
中
心
に
ス
ミ
チ

オ
ン
乳
剤
の
「
○
○
○
倍
液
を
】
○

ア
ー
ル
当
り
一
五
〇
セ
を
散
布
し
、

ま
た
、
そ
の
後
十
日
目
に
最
後
の
カ

メ
ム
シ
と
喰
実
害
虫
の
防
除
を
バ
イ

ジ
ッ
ト
乳
剤
の
一
〇
〇
〇
倍
液
を
一
〇

ア
ー
ル
当
り
「
五
〇
ぞ
散
布
し
て
く

だ
さ
い
、進
め
た
い
集
団
化

　
大
豆
の
栽
培
に
当
っ
て
は
、
　
「
斉

防
除
を
し
て
害
虫
の
密
度
を
下
げ
る

た
め
、
ま
た
用
排
水
が
十
分
に
で
き

る
為
に
集
団
化
さ
れ
る
こ
と
が
必
要

で
す
．
、

　
来
年
度
は
、
集
落
ぐ
る
み
で
転
作

の
集
団
化
を
話
し
合
っ
て
、
ぜ
ひ
集

団
転
作
を
進
め
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

少
年
の
船
に
参
加
し
て

た
時
、
最
初
に
僕
の
口
か
ら
出
た
言

葉
だ
っ
た
．
．
全
長
、
　
一
六
一
・
六
五

三
メ
ー
ト
ル
、
幅
、
二
五
・
六
メ
ー

ト
ル
、
総
ト
ン
七
九
、
九
九
九
ト
ン

と
い
う
本
当
に
大
き
な
船
だ
っ
た
。

　
細
島
港
を
出
港
す
る
時
、
ど
ん
な

こ
と
が
待
ち
受
け
て
い
る
の
だ
ろ
う

沖
縄
は
ど
ん
な
所
だ
ろ
う
と
楽
し
み

だ
っ
た
．
、
船
の
中
で
は
、
酔
う
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
が
、
全
く

酔
わ
ず
、
レ
ス
ト
ラ
ン
シ
ア
タ
ー
の

料
理
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
た
．
、

　
そ
れ
か
ら
船
は
、
沖
縄
へ
と
南
下

し
、
次
の
日
の
昼
過
ぎ
、
那
覇
新
港

に
入
港
し
た
．
．
そ
の
日
は
暑
く
、
入

道
雲
が
出
て
い
て
、
と
て
も
、
沖
縄

ら
し
い
、
天
気
だ
っ
た
。
バ
ス
に
乗

り
、
戦
跡
見
学
に
出
か
け
た
。
ひ
め

ゆ
り
の
塔
、
ひ
む
か
い
の
塔
な
ど
見

て
、
戦
争
が
沖
縄
に
残
し
た
も
の
が

よ
く
解
っ
た
．
．

　
次
の
日
は
古
蔵
小
・
中
学
生
と
の

交
歓
会
、
東
南
植
物
楽
園
に
行
き
、

沖
縄
の
自
然
、
気
候
、
生
活
な
ど
よ

く
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
四
日

目
、
海
洋
博
記
念
公
園
見
学
、
オ
キ

チ
ャ
ン
劇
場
の
イ
ル
カ
や
シ
ャ
チ
の

高
く
と
ん
だ
り
、
あ
い
さ
つ
し
た
り

す
る
演
技
が
す
ご
か
っ
た
．
、
エ
メ
ラ

ル
ド
ビ
ー
チ
の
白
い
砂
が
印
象
的

で
、
逆
立
ち
し
た
り
友
達
と
遊
ん
だ

り
、
楽
し
い
情
景
が
今
で
も
思
い
出

さ
れ
る
。
そ
の
夜
は
、
別
れ
の
集
い

が
あ
り
、
　
一
班
か
ら
四
十
班
ま
で
が

組
を
つ
く
り
、
出
し
物
を
し
た
。

　
劇
や
歌
、
踊
り
で
み
ん
な
さ
わ
い

だ
。
僕
達
、
六
組
十
七
班
は
水
戸
黄

門
の
劇
で
優
良
賞
を
も
ら
っ
た
．
、

　
五
日
目
、
と
う
と
う
最
後
の
日
が

来
た
．
．
か
た
づ
け
を
し
、
反
省
会
を

し
て
、
船
か
ら
下
り
た
。

　
僕
達
は
、
こ
の
船
の
上
で
の
体
験

で
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ん
だ
。

沖
縄
で
の
、
戦
跡
見
学
、
海
の
す
ば

ら
し
さ
、
そ
し
て
、
少
年
の
船
の
仲

間
達
と
の
助
け
合
い
、
ふ
れ
合
い
の

心
を
持
つ
と
い
う
こ
と
だ
。
下
船
し

て
家
に
帰
っ
て
も
、
同
じ
班
だ
っ
た

人
達
か
ら
手
紙
が
く
る
。
僕
も
、
そ

の
人
た
ち
と
永
く
友
情
を
保
ち
た
い

と
思
っ
て
い
る
．
、

　
「
宮
崎
県
少
年
の
船
」
に
乗
船
し
て

の
研
修
が
、
七
月
ニ
レ
六
日
か
ら
三

十
日
の
五
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
　
こ
れ
は
、
県
が
少
年
の
船

　
帰
港
し
た
「
少
年
の
船
」

＜
ユ
ー
ト
ピ
ア
丸

譜
蓬

に
乗
船
さ
せ
、
団
体
生
活
を
通
し
て

お
互
い
の
連
帯
意
識
を
は
ぐ
く
む
と

と
も
に
、
派
遣
先
の
沖
縄
で
の
参
観

活
動
に
よ
り
視
野
を
広
め
、
心
身
と

も
に
た
く
ま
し
い
少
年
を
育
成
す
る

こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
も
の

で
す
、

　
町
内
か
ら
小
学
生
四
名
、
中
学
生

二
名
が
参
加
し
ま
し
た
、

　
参
加
者
の
中
か
ら
、
坪
谷
中
学
校

】
年
矢
野
真
生
君
の
感
想
文
を
紹
介

し
ま
す
．「
少
年
の
船
」

　　

@　

@
の
思
い
出

坪
谷
中
一
年
矢
野
真
生

　
「
う
わ
あ
、
大
き
い
！
」
こ
れ
が

少
年
の
船
の
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
号
を
見

禽
惰
⑳
駒
憩
憎
げ
る

子
ど
も
会
球
技
大
会

　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
し
て
友
情
の

輪
を
広
げ
よ
う
と
、
八
月
十
日
町
子

ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
主
催
の
、

「
子
ど
も
会
夏
休
み
球
技
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
球
技
大
会
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（

九
チ
ー
ム
）
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
（
十
九

チ
ー
ム
）
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
（
十
三

人
）
の
三
種
目
で
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
種
目
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

優
　
勝
　
福
瀬
子
ど
も
会

第
二
位
　
坪
谷
子
ど
も
会

▽
ミ
ニ
バ
レ
ー

優
　
勝
　
福
瀬
子
ど
も
会
A
チ
ー
ム

　
（
岩
田
美
恵
、
平
野
美
夏
、
直
野

　
志
穂
、
（
叫
）
杯
優
子
）

　
　
　
　
／
k

　
　
　
　
　
　
へ

第
二
位
　
福
瀬
子
ど
も
会
B
チ
ー
ム

▽
バ
ト
ミ
ン
ト
ン

優
　
勝
　
田
代
仁
美
（
寺
小
六
年
）

第
二
位
　
田
中
仁
美
（
福
小
六
年
）

、
a
剤
、

聯
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東
郷
町
養
蚕
振
興
会
長
塩
月
東
野

を
訪
ね
て
見
た
　
自
宅
の
前
、
国
道

脇
に
大
き
い
養
蚕
棟
が
二
棟
あ
り
朝

早
く
か
ら
夫
婦
で
、
七
月
二
卜
六
日

に
第
四
回
目
の
稚
．
蚕
が
来
る
と
い
う

の
で
そ
の
準
備
に
大
わ
ら
わ
で
あ
っ

た
．
早
速
町
内
の
養
蚕
の
実
態
に
つ

い
て
種
々
質
問
し
て
見
た
．
．

町
内
養
蚕
戸
数
は

鶴
野
内
　
二
五
戸

寺
　
迫
　
五
戸

坪
　
谷
　
＋
四
戸

田
　
野
　
四
、
［

計
　
八
＝
戸

寸
功
　
L
ハ
戸

羽
坂
　
六
戸

越
表
　
七
戸

小
野
田
四
戸

年
間
繭
の
出
荷
量

　
昭
和
六
十
年
度
　
五
三
、
五
C
O
㎏

　
昭
和
六
十
一
年
度
目
標

　
　
　
　
　
　
　
五
六
、
○
O
C
㎏養蚕団地

繭
の
掃
立
量
　
一
、
五
⊂
C
箱

　
　
一
箱
に
て
三
九
五
㎏
の
出
来
高

年
間
繭
の
生
産
額
〔
東
郷
町
内
）

　
昭
和
六
十
年
度
　
約
乾
干
七
百
万
円

　
昭
和
六
一
年
度
目
標
　
約
】
億
円

年
間
飼
育
回
数

　
多
い
人
は
七
回
平
均
四
、
五
回

東
郷
町
反
当
収
量
　
八
詳
叙
㎏

　
目
標
は
反
当
一
C
C
㎏
と
す
る

町
内
最
高
レ
ベ
ル
生
産
者

　
高
尾
金
次
郎
、
塩
月
　
東

　
森
田
正
春
、
森
田
隆
雄
、
塩
月
兎

　
生
、
黒
木
常
吉

東
郷
町
養
蚕
生
産
額
の
位
置

一、

卲
�
_
協
市
町
村
　
第
一
位

二
、
県
内
市
町
村
　
　
　
第
三
位

養
蚕
を
長
く
続
け
て
い
る
人

　
鶴
野
内
　
中
田
ソ
ヨ
　
約
五
十
年

　
故
人
で
は
渡
辺
文
太
郎
約
五
十
年

養
蚕
に
生
き
る
婦
人
部
、
青
年
部

　
三
年
前
に
寺
迫
の
安
藤
ル
ミ
子
さ

ん
は
「
養
蚕
に
生
き
る
」
体
験
発
表

で
全
国
優
勝
の
栄
誉
を
受
け
て
い
る
。

鶴
野
内
の
森
田
和
子
さ
ん
は
日
向
農

協
代
表
で
県
大
会
に
て
発
表
し
て
い

る
．
こ
の
様
に
婦
人
部
や
青
年
部
が

本
町
養
蚕
振
興
に
活
躍
し
て
い
る
事

は
、
本
町
産
業
発
展
の
た
め
に
喜
ば

し
い
事
と
思
い
ま
す
．
一

塩
月
　
東
会
長
の
抱
負
と
述
懐

】、

�
�
褐
ﾝ
の
協
力
と
親
睦

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

浜
で
の
地
引
網
等
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
を
通
し
て
普
段
の
親
睦
を
図
り
、

労
苦
の
慰
撫
を
話
し
合
っ
て
、
お
互

い
の
協
力
と
前
進
を
図
る
、

二
、
生
産
高
の
高
率
を
図
り
た
い

　
現
在
反
収
八
五
㎏
平
均
を
ど
う
し

て
も
百
㎏
ま
で
あ
げ
た
い
、
そ
れ
に

は
桑
園
の
整
備
に
努
力
し
、
育
蚕
に

更
に
工
夫
努
力
す
る
こ
と
一
．

三
、
カ
ネ
紡
と
タ
イ
ア
ッ
ア
し
て
牧

水
庵
に
絹
製
品
ネ
ッ
カ
チ
ー
フ
、
ネ

ク
タ
イ
、
ハ
ン
テ
ィ
等
を
展
示
即
売

を
し
て
見
た
い
一
、

　
繭
の
値
だ
ん
は
高
く
な
い
が
、
会

員
達
は
養
蚕
に
生
き
生
き
と
取
り
組

ん
で
い
る
．
、
養
蚕
に
強
い
愛
着
を
見

出
し
て
い
る
の
で
す
．
蚕
が
青
い
桑

を
音
を
立
て
て
た
べ
、
白
い
絹
ま
ゆ

を
作
る
可
愛
い
い
蚕
さ
ん
、
愛
着
、

愛
着
、
こ
れ
が
ど
う
し
て
や
め
ら
れ

ま
す
か
。

　
東
郷
町
新
ひ
む
か
づ
く
り
町
民
会
議

　
　
　
　
会
長
都
　
甲
鶴
男

畑礁総駁；掛
　　　　　　　　奪
霞磁嚥誌樒、

雑
草
鮭

（
そ
の
二
）

塩
月
儀
6

　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
・
三
一

　
私
の
家
自
身
が
重
く
新
し
い
昔
に

於
て
濡
草
鞍
置
の
一
人
で
あ
っ
た
の

だ
。
そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か
、
私
の
村
附

近
に
入
り
込
む
者
は
殆
ん
ど
悉
く
先

づ
私
の
家
を
頼
っ
て
来
た
。
祖
父
は

（
そ
の
頃
の
事
は
話
に
し
か
知
ら
な

い
が
）
極
め
て
の
や
か
ま
し
屋
で
あ

っ
た
と
こ
ろ
が
ら
、
そ
の
時
代
に
は

余
り
そ
う
で
も
な
か
っ
た
様
だ
が
、

私
の
父
は
そ
の
反
対
に
極
く
開
け
っ

放
し
の
、
賑
か
好
き
の
、
客
を
好
む

質
で
あ
っ
た
の
で
、
来
る
も
の
を
ば

黒
白
選
ば
ず
歓
迎
し
た
。
そ
れ
に
丁

度
航
路
が
開
け
、
道
路
が
開
け
る
と

い
う
時
代
で
あ
っ
た
の
で
私
の
も
の

　
　
　
ナ
　
ノ
ナ
つ
　
え
ド
つ

の
つ
く
七
歳
八
歳
の
頃
は
（
或
は
も

う
少
し
前
か
ら
）
最
も
こ
の
遠
来
の

客
が
多
か
っ
た
。
山
師
、
流
浪
者
、

出
稼
者
、
多
く
は
余
り
香
し
か
ら
ぬ

人
た
ち
が
入
り
替
り
立
ち
替
り
や
っ

て
来
た
。
好
ん
で
迎
へ
好
ん
で
送
り
、

父
は
い
さ
・
か
も
倦
む
様
子
は
無
か

っ
た
が
母
は
始
終
そ
れ
を
嘆
い
て
い

た
。
彼
等
の
来
り
、
且
つ
去
る
や
、

必
ず
先
つ
よ
き
土
産
を
ば
置
い
て
行

か
な
か
っ
た
。
後
に
は
流
石
の
父
す

ら
も
こ
り
た
／
＼
と
言
い
な
が
ら
、

尚
そ
の
習
癖
を
ば
や
め
な
か
っ
た
、

そ
し
て
多
く
は
そ
れ
ら
の
徒
の
た
め

に
無
用
の
事
を
起
し
な
ど
し
て
、
祖

父
の
作
っ
た
財
産
を
そ
の
没
後
幾
何

も
経
た
な
い
う
ち
に
失
く
し
尽
し
て

し
ま
う
ま
で
そ
れ
が
続
い
て
い
た
。

程
な
く
無
一
物
の
彼
と
な
る
と
、
も

　
　
　
　
　
　
ゐ
あ
　
ゴ
ド
じ

う
そ
の
濡
草
露
の
徒
も
寄
っ
て
来
な

　
　
　
　
　
　
　
　
つ

く
な
っ
た
。
そ
し
て
、
終
に
は
父
自

身
が
自
分
の
村
を
飛
び
出
そ
う
／
＼

と
試
む
る
様
に
な
っ
た
．
．

　
母
の
朝
夕
の
嘆
き
を
眼
の
前
に
見

て
い
る
の
で
、
理
も
非
も
な
く
彼
等

を
よ
く
な
い
人
た
ち
だ
と
は
思
い
な

が
ら
、
私
は
知
ら
ず
／
＼
彼
等
他
国

　
　
へ
　
ゆ
　
つ

者
に
馴
附
い
て
い
た
。
彼
等
は
ま
た

方
便
と
し
て
私
を
可
愛
が
っ
て
呉
れ

た
の
で
あ
ろ
う
が
、
兎
に
角
に
私
は

自
分
の
村
の
誰
彼
よ
り
も
そ
う
し
た

人
た
ち
を
み
な
偉
く
、
且
つ
な
つ
か

し
く
思
っ
て
い
た
．
、
鉱
山
師
の
高
橋

さ
ん
と
い
う
四
国
の
人
、
私
の
村
に

興
行
に
来
て
病
気
に
な
り
、
其
侭
永

い
間
私
の
家
に
留
っ
て
い
た
何
と
か

丸
と
い
う
旅
役
者
、
他
人
の
女
房
を

盗
ん
で
逃
げ
て
来
た
と
い
う
綱
さ
ん
、

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
わ
の

自
分
で
旋
つ
た
屍
の
臭
い
を
捏
て
・

嗅
ぐ
こ
と
を
喜
ん
だ
旧
注
さ
ん
》
ニ
ム

つ
た
旅
医
者
、
ゆ
で
た
て
の
団
子
の

さ
む
る
の
を
待
ち
兼
ね
て
い
つ
も
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ギ
ニ
　
タ
　
ニ
ド
コ

に
投
げ
込
ん
で
冷
し
て
食
っ
た
性
忽

の
高
元
三
、
思
い
出
し
て
来
る
と
み

な
と
り
汐
＼
に
な
つ
か
し
い
。
い
ま

思
へ
ば
彼
等
は
い
わ
ゆ
る
敗
残
の
人

々
で
あ
っ
た
の
だ
．
、
そ
し
て
私
は
彼

等
の
語
る
世
間
話
と
誌
み
つ
い
て
い

た
小
説
類
と
で
、
歳
に
は
ま
せ
て
早

く
も
世
間
と
い
う
も
の
を
空
想
す
る

こ
と
を
覚
え
て
い
た
。
丁
度
そ
れ
は

を
り
／
＼
山
の
頂
上
か
ら
遥
か
に
光

っ
て
い
る
も
の
を
望
ん
で
、
海
と
い

う
も
の
を
空
想
し
て
い
た
と
同
じ
様

で
あ
っ
た
ろ
う
。
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⑧
専
領
虫
下
炎

東
郷
病
院
長

　
　
　
山
　
本

宏

　
日
常
の
外
来
診
療
の
中
で
、
結
構

多
い
訴
え
の
一
つ
に
腹
痛
が
あ
り
ま

す
一
．
腹
痛
を
訴
え
と
す
る
病
気
の
中

で
も
特
に
】
般
の
方
々
に
も
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
急
性
虫
垂
炎
（
”
盲
腸
”

と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
）
を
今
回
は

取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
．
．
虫
垂
炎
は

通
常
は
軽
く
み
ら
れ
が
ち
で
、
　
「
何

だ
、
た
か
が
盲
腸
じ
ゃ
な
い
か
。
」
と

い
っ
た
考
え
の
方
が
比
較
的
多
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。
外
科
医
の
問
で
は
、

外
科
の
手
術
は
虫
垂
炎
に
始
ま
り
虫

垂
炎
に
終
わ
る
と
よ
く
云
わ
れ
ま
す
、

そ
れ
だ
け
こ
の
病
気
が
多
種
多
彩
な

病
態
を
．
小
す
か
ら
で
す
。
具
体
的
に八

虫垂

は
内
服
薬
だ
け
で
軽
快
す
る
軽
症
の

も
の
か
ら
、
腹
膜
炎
を
併
発
し
生
死

の
間
を
さ
ま
よ
う
重
症
な
も
の
ま
で
、

こ
れ
こ
そ
程
度
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
、

通
常
は
心
窩
部
痛
（
み
ぞ
お
ち
の
辺

り
の
痛
み
）
や
謄
周
囲
痛
に
始
ま
り
、

だ
ん
だ
ん
と
右
下
腹
部
に
痛
み
は
限

局
し
て
き
ま
す
。
痛
み
は
刺
し
こ
む

感
じ
の
も
の
が
多
い
よ
う
で
す
が
、

老
人
や
子
供
の
場
合
は
余
り
明
ら
か

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
吐
き
気
や
便
通

異
常
（
便
秘
に
傾
く
こ
と
が
多
い
よ

う
で
す
。
）
を
通
常
伴
い
ま
す
．
、
体
温

は
三
十
七
度
台
程
度
で
す
．
、
又
、
食

欲
が
低
下
し
ま
す
．
、
前
記
の
症
状
が

あ
り
、
右
下
腹
部
を
自
分
で
押
さ
え

て
み
て
痛
み
を
感
じ
た
り
、
ピ
ョ
ン
ピ

ョ
ン
と
飛
び
は
ね
て
み
て
右
下
腹
部

に
痛
み
が
走
る
よ
う
だ
っ
た
ら
ま
ず

虫
垂
炎
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
時
は
放
置
せ
ず
、
病
院
へ
来
て

下
さ
い
。
手
術
の
適
応
が
あ
る
か
否

か
は
、
腹
部
の
所
見
と
白
血
球
数
（
血

液
の
中
で
炎
症
時
に
増
加
し
ま
す
）
、

腹
部
単
純
X
青
写
真
、
腹
部
超
音
波

検
査
な
ど
を
参
考
に
し
て
決
め
ま
す
．
、

　
虫
垂
炎
と
鑑
別
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
病
気
に
胃
腸
炎
、
胆
嚢
炎
、
急
性

膵
炎
、
f
宮
外
妊
．
娠
破
裂
、
卵
巣
出

血
、
卵
管
炎
、
卵
巣
茎
捻
転
、
尿
管

結
石
、
終
末
回
腸
炎
、
回
盲
部
結
核
、

回
盲
部
癌
な
ど
が
拳
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
病
気
と
鑑
別
し
虫
垂
炎

と
診
断
す
る
た
め
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
写

真
や
腹
部
超
音
波
検
査
な
ど
が
有
効

な
手
助
け
に
な
り
ま
す
。
特
に
腹
部
超

音
波
検
査
は
無
用
な
手
術
を
避
け
る

た
め
に
も
有
用
で
あ
る
こ
と
が
最
近

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
虫

垂
炎
が
虫
垂
の
み
に
限
局
し
て
い
る

場
合
は
、
殆
ど
が
手
術
的
に
虫
垂
切

除
を
行
う
だ
け
で
完
治
し
ま
す
が
、

一
旦
穿
孔
を
起
こ
し
て
周
囲
に
炎
症

が
波
及
し
て
腹
膜
炎
を
併
発
し
た
場

合
は
実
に
や
っ
か
い
な
こ
と
に
な
り

ま
す
、
お
腹
の
中
に
細
菌
が
ば
ら
ま

か
れ
た
状
態
で
す
か
ら
、
虫
垂
切
除

（
切
除
で
き
な
い
程
の
重
症
例
も
勿

論
あ
り
ま
す
。
）
を
行
っ
て
も
、
残
っ

た
細
菌
が
後
日
、
膿
を
形
成
し
い
つ

ま
で
た
っ
て
も
熱
が
下
が
ら
な
か
っ

た
り
、
腹
痛
が
出
現
し
た
り
な
ど
の

術
後
合
併
症
を
起
こ
し
ま
す
。
そ
れ

が
原
因
で
手
術
を
七
回
も
八
回
も
受

け
た
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
早
い
時

期
に
適
切
な
治
療
を
受
け
さ
え
ず
れ

ば
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
回
避
で
き

ま
す
。

　
又
、
老
人
と
子
供
で
は
発
見
が
遅

れ
て
重
篤
に
な
る
場
合
が
多
く
、
又
、

妊
婦
の
虫
垂
炎
は
診
断
が
付
き
に
く

い
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き
ま
す
。

　
と
に
か
く
、
ど
ん
な
病
気
で
も
軽

く
み
て
は
い
け
な
い
と
い
う
気
持
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

派
出
所
だ
よ
り

警
察
官

　　

@　

�
蜿
W

　
警
察
官
個
採
用
共
同
試
験
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。
こ
の
試
験
は
九

都
府
県
が
共
同
で
行
い
ま
す
の
で
、

希
望
す
る
都
府
県
を
受
験
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
．
、

一、

ﾌ
用
予
定
人
員

　
　
宮
崎
県
の
1
5
名
、
埼
玉
県
、
警

　
視
庁
、
神
奈
川
県
、
滋
賀
県
、
京

　
都
府
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
、
奈
良

　
県
の
2
6
名
、
合
計
4
1
名

ら
も
◇
修
◎
辱
◆
塾
◎
も
◆
や
ら
．
．
鯵
◎
ら
◎
亀
ら
噸
6
噸
6
噸
ら
噺

二
、
受
験
資
格

　
　
昭
和
3
4
年
4
月
2
B
か
ら
昭
和

　
4
4
年
4
月
1
日
ま
で
生
ま
れ
た
男

　
子
（
満
1
7
歳
～
満
2
6
歳
）

三
、
第
一
次
試
験
日

　
　
1
0
月
2
6
日
（
日
）

四
、
受
付
期
間

　
　
9
月
1
日
～
9
月
2
0
日
（
土
）

　
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
東
郷
、

坪
谷
、
美
々
津
駐
在
所
ま
で
連
絡
く

だ
さ
い
。

少
年
の
非
行
と

　
　
家
出
を
防
ご
う

　
例
年
夏
休
み
期
間
中
や
、
夏
休
み

後
に
は
、
学
生
・
生
徒
の
家
出
や
盗

み
な
ど
の
非
行
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

O
早
期
に
非
行
の
兆
し
（
服
装
、
無

　
断
外
出
、
外
泊
）
を
発
見
し
、
必

　
要
な
助
言
、
指
導
を
す
る
。

O
家
庭
に
お
け
る
し
つ
け
教
育
の
向

　
上
と
親
子
の
対
話
に
努
め
る
。

0
少
年
の
規
範
意
識
を
啓
発
す
る
。

　
な
ど
の
活
動
を
地
域
ぐ
る
み
で
積

極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

事
故
を
起
さ
ん

　　

ﾌ
が
お
か
し
い

　
去
る
夕
方
、
役
場
下
で
速
度
取
締

中
、
国
道
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
が
日
向
向

け
に
猫
要
し
て
来
た
の
で
、
停
止
の

合
図
を
し
た
が
、
止
ま
り
き
れ
ず
数

十
メ
ー
ト
ル
も
過
ぎ
て
よ
う
や
く
停

止
。　
運
転
し
て
い
た
の
は
当
町
の
六
十

歳
過
ぎ
の
男
性
で
、
な
ん
と
三
十
ニ

キ
ロ
オ
ー
バ
i
。
そ
の
上
酒
の
臭
い

は
す
る
し
、
目
は
充
血
し
て
い
る
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
．
、
ま
た
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
は
し
て
い
な
い
、
任
意
保
険

は
加
入
し
て
い
な
い
は
で
、
あ
き
れ

て
交
通
課
員
に
合
す
顔
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

ρ
亀
　
肖穐

炉

ゆ斗バ肚岩爾

　日本一
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・
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圃回
　　團

し
尿
取
扱

　　

關
迫
ｿ
の
改
正

　
し
尿
取
扱
手
数
料
（
し
尿
汲
み
取

り
料
金
）
が
、
十
月
一
日
か
ら
改
定

さ
れ
ま
す
、
現
在
一
C
リ
ッ
ト
ル
当

り
五
十
八
円
で
汲
み
取
り
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
こ
れ
が
「
C
リ
ッ
ト
ル

当
り
六
十
六
円
に
な
り
ま
す
，

原
子
爆
弾
被
爆
者

　　

@　

@
健
康
診
断

　
県
で
は
、
原
子
爆
弾
被
爆
者
健
康

手
帳
及
び
健
康
診
断
受
診
者
証
を
お

持
ち
の
方
を
対
象
と
し
た
昭
和
六
f

一
年
2
回
健
康
診
断
を
、
昭
和
六
卜

】
年
十
月
】
日
か
ら
十
月
三
十
一
日

ま
で
の
期
間
中
に
各
保
健
所
に
お
い

て
実
施
い
た
し
ま
す
。
受
診
料
は
無

料
で
す
の
で
も
れ
な
く
受
診
さ
れ
ま

す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
．

　
な
お
、
健
康
診
断
日
は
、
各
保
健

所
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
居
住

地
を
管
轄
す
る
保
健
所
に
あ
ら
か
じ

め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
．
、
東
郷

町
の
管
轄
保
健
所
は
日
向
保
健
所
で

す
．
　
智
五
二
空
忍

ぼ
う
こ
う
・
直
腸
機
能

　
障
害
者
ス
ト
ー
マ

　
　
　
リ
ハ
ビ
リ
講
習
会

　
つ
ぎ
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
の

で
希
望
の
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
．

期
日
　
昭
和
6
1
年
9
月
7
日

場
所
　
宮
崎
県
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
宮
崎
市
原
町
二
の
二
二

　
　
　
　
室
．
几
へ
五
）
二
三
五
三
皇
ハ

二
、ミ

互
療
会
宮
崎
県
支
部
設
立
総
会

　
1
0
時
～
1
2
時
ま
で

ス
ト
ー
マ
リ
ハ
ビ
リ
講
習
会

　
1
3
時
～
1
6
時
ま
で

ス
ト
ー
マ
用
品
展
示
会

※
詳
し
く
は
住
民
課
福
祉
係
へ

⑪
園
暑
a
個
曲

　
心
配
ご
と
・
悩
み
ご
と
な
ど
、
ど

ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
．
．

　
な
お
、
各
地
区
の
相
談
委
員
（
民

生
委
員
）
に
よ
る
地
区
相
談
も
、
毎

週
火
曜
日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
貝
宅

で
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
併
せ
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
．

▽
日
時
　
9
月
1
6
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

行
政
相
談

　
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
県
や
町
の

仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
．
当
日
以
外
は

自
宅
で
受
付
け
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
こ

と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
．
．

▽
日
時
　
9
月
1
6
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

　
　
行
政
相
談
委
員

　
　
　
東
郷
町
仲
深
　
山
口
俊
一

消
費
生
活
相
談

　
消
費
生
活
に
関
す
る
買
物
相
談
（

表
示
の
見
方
等
）
、
苦
情
相
談
（
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
の
安
全
性
、
品
質
、

取
引
方
法
、
契
約
を
解
除
し
た
い
と

い
う
よ
う
な
相
談
等
）
な
ど
に
つ
い

て
く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
．
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
．

　
な
お
、
当
日
以
外
は
そ
れ
ぞ
れ
の

自
宅
で
受
付
け
て
い
ま
す
、
一

▽
日
時
　
9
月
1
6
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

般
健
康
相
談

▽
期
日
　
9
月
2
0
日

▽
時
間

　
　
受
付
　
9
時
～
1
0
時

▽
場
所
　
老
入
福
祉
館

▽
内
容

血
圧
測
定
、
検
尿
、
保
健

指
導
。
希
望
者
に
は
み
そ

汁
の
塩
分
測
定
を
実
施
し

ま
す
。

野
臥
学
縁

▽
期
日
　
9
月
2
6
日

号
時
間

　
　
受
付
8
時
3
0
．
分
～
1
0
時

▽
場
所
　
中
央
公
民
館

▽
対
象
　
妊
娠
八
ヶ
月
～
九
ヶ
月
の

　
　
　
妊
婦

▽
内
容
　
助
産
婦
診
察
、
検
尿
、
保

　
　
　
健
婦
指
導
、
妊
婦
食
、
離

　
　
　
乳
食
調
理
実
習
な
ど

善
葱
・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉

の
た
め
の
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
．
．

◎
迫
野
内
の
川
口
利
雄
さ
ん
か
ら

　
（
キ
ク
さ
ん
・
8
3
歳
ご
死
去
）

聯
遷
二
三
憂
凝
…
挙
彪
藁
謡
夢
拶
聯

聯
、
、
・
　
畿
高
目

肇
勲
藤
灘
潔
蟹
激
藁
凝
厳
寮
蘇
鮮
φ

　
　
（
七
月
届
出
分
）

出
生
　
お
め
で
と
う

三．矢1橋1矢　井　中　一

�P野：口i野h，1村・ち

ｾ1高．か　双　力　知　　お1夏3大…り・樹、也．己　　　　　1

1や

�
ﾌ
名

元
生
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名
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住
所

結
婚
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幸
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に

1
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美
力
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	台風に備えて－９月１日は防災の日

	９月１５日は敬老の日

	ご存じですか

	農作業のポイント－普通期水稲早すぎる落水時期 
	秋大豆適期防除で増収を

	少年の船に参加して－「少年の船」の思い出矢野真生

	友情の輪を広げる－子ども会球技大会

	少年の非行と家出を防ごう
	事故を起さんのがおかしい
	原子爆弾被爆者健康診断


